
（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
の
表
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
項
及
び
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
の
返
還
に

伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
が
効
力
を
有
す
る
間
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
三
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
返
還
実
施
計
画
の

策
定
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
並
び
に
同
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
駐
留
軍
用
地

の
返
還
に
つ
い
て
の
見
通
し
の
通
知
に
関
す
る
こ
と
。

沖
縄
県
に
お
け
る
駐

留
軍
用
地
跡
地
の
有

効
か
つ
適
切
な
利
用

の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
十
条
及

び
第
二
十
九
条
の
規

定
が
効
力
を
有
す
る

間

同
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
給
付
金
及
び
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
三
十
四
年
三
月

三
十
一
日

沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効

か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
こ
と（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

附
則
第
三
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
三
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
事

務

平成™›年š月š˜日 土曜日 (号外特第˜—号)官 報

本
則
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
八
章

罰
則

第
三
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
し
な
い
で
土
地
を
有
償
で
譲
り
渡
し
た
者

二

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に
土
地
を
譲
り
渡
し
た
者

附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
り
、
附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
四
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
失
効
前
に
支
給
が
開
始
さ
れ
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
失
効
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

一

第
十
条
第
一
項
の
給
付
金

同
条

二

第
二
十
九
条
第
一
項
の
特
定
給
付
金

同
条

４

附
則
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
失
効
前
に
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
に
よ
り
買

い
取
ら
れ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
失
効
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
二
項
の
改
正
規
定（「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
部
分
に
限
る
。）及
び
附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日

二

附
則
第
四
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
の
返
還
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
返
還
実
施
計
画
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍

用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
返

還
実
施
計
画
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
う
ち
、
内
閣
府
設
置
法
附
則
第
三
条
の
改
正
規
定
中
「
同
条
に
次
の
」
を
「
同
表
平
成
三
十
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
項
中
「
附
則
第
二
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
」

に
改
め
、
同
法
附
則
第
五
条
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
附
則
第
二
条
第
二
項
」
を

「
附
則
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
」
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
ハ
か
ら

チ
ま
で
を
ニ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ハ

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金

第
百
五
条
中
「
国
庫
負
担
金
の
額
」
を
「
国
庫
負
担
金

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
る
べ
き
金
額
」
に
、「
補

て
ん
す
る
」
を
「
補

す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
二
条
第
一
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ニ
か
ら
ト
ま

で
を
ホ
か
ら
チ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ニ

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金

第
百
九
十
八
条
第
七
項
第
八
号
中「
あ
る
も
の
に
限
る
」

の
下
に
「
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
、「
国
土
交
通
大
臣

が
施
行
す
る
も
の
」
の
下
に「（
次
号
に
規
定
す
る
東
日
本

大
震
災
復
興
特
別
会
計
所
属
港
湾
関
係
工
事
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
の
二

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
所
属
港
湾
関

係
工
事
（
港
湾
施
設
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
、

第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
の

工
事
及
び
海
岸
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸

保
全
施
設
の
新
設
、
改
良
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る

工
事
で
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
も
の
の
う
ち
第

二
百
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
復
興
事
業
に
係

る
も
の
並
び
に
こ
れ
ら
の
工
事
に
密
接
な
関
連
の
あ

る
工
事
で
国
土
交
通
大
臣
が
委
託
に
基
づ
き
施
行
す

る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）の

管
理

附
則
第
五
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

財
務
大
臣

安
住

淳

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

防
衛
大
臣

田
中

Æ
紀

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
十
五
号

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
七
節

自
動
車
安
全
特
別
会
計
（
第
二

百
十
条
e

第
二
百
二
十
一
条
）」を
「
第
十
七
節

自
動
車

第
十
八
節

東
日
本

安
全
特
別
会
計
（
第
二
百
十
条
e

第
二
百
二
十
一
条
）

大
震
災
復
興
特
別
会
計
（
第
二
百
二
十
二
条
e

第
二
百
三

十
三
条
ï
ó
に
、「
第
二
百
二
十
二
条
」
を
「
第
二
百
三
十
四

条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計

第
二
十
三
条
第
一
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、

ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金

第
八
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ニ
か
ら

ヘ
ま
で
を
ホ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ニ

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
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